
 

 

開催日 2012 年 7 月 15 日（日） 

14:00 決勝スタート  17:00 チェッカー 

天候  晴時々曇り 

最高気温 29.4℃（14 時） 

場所  スパ西浦モーターパーク 

参加台数 25 台 

 

2012 年ＧＴ耐久東海シリーズ第 3 戦が、愛知

県蒲郡市のスパ西浦モーターパークで開催され

た。 

東海地方は梅雨が明けておらず、当日の天気予

報は「曇り時々雨」で降水確率５０％。しかし、レ

ースが始まる昼過ぎには予報とは裏腹に晴れ渡

り、真夏を思わせる陽気となった。各チームのド

ライバーとマシンは、暑さとも戦いながらのレー

スとなった。 

 

 

■「１＋２Ｃ」クラス（1500cc 以下の NA 車と、1200cc 以下の過給機付き車のクローズドクラス） 

今回の第３戦から、ＧＴ耐久は義務ピットインの時間が１分間短縮

された。これに伴い、１Ｃクラスに該当する 1000ｃｃ未満の車両は、１

回の義務ピットインと２回のドライバー交代をすれば良くなった。しか

し今回は「１＋２Ｃ」クラスにエントリーした３台は全て２Ｃクラスの車

両であったため、このルールが適用されるチームはいなかった。 

開幕から２連勝の#41「ＤＸＬシーワンＮチームシティ」に、新規参加

の#43「東海ＹＥＧ自動車倶楽部シティ」と#24「改瀬工業ＶＴＩシビック」

の 2 台が挑み、計 3 台での戦いとなった。 

 

■予選 

予選 1 番手に付けたのは、今年初参加となる#43「東海ＹＥＧ自動

車倶楽部シティ」。タイムは 1'09.601 をマークする。 

2 番手には#41「ＤＸＬシーワンＮチームシティ」が 1'10.470 で続き、

#43 のすぐ後ろのグリッド位置を確保する。 

初参加の#24「改瀬工業ＶＴＩシビック」はコース完熟に時間を費やし、

タイムは 1’11.917 にどどまる。 

 

■序盤 

1 時間経過時点でも、#43「東海ＹＥＧ自動車倶楽部シティ」が 1 位

の座をキープする。周回数は 47LAP をマーク。 

2 位にはトップから 1 周遅れで、#41「ＤＸＬシーワンＮチームシティ」

が続く。3 位の#24「改瀬工業ＶＴＩシビック」は 45LAP を走行し、中盤

以降の巻き返しを狙う。 
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■終盤 

2 時間経過時点では 79LAP の#24「改瀬工業ＶＴＩシビック」が 1 位

に順位を上げてくる。トップは入れ替わったものの、2 位はなおも#41

「ＤＸＬシーワンＮチームシティ」。77LAP で終盤での逆転勝利に望み

をつなぐ。3 位に順位を落とした#43「東海ＹＥＧ自動車倶楽部シティ」

も 76LAP につけており、ラスト 1 時間での巻き返しを狙う。 

 

■最終結果 

チェッカー間際まで 2 位に 1LAP の差をつけていた#24「改瀬工業

ＶＴＩシビック」であったが、終了5分前に黄旗追い越しを犯し、最終結

果から 1 周減算のペナルティを受ける。 

これにより 2 位を走行していた#41「ＤＸＬシーワンＮチームシティ」

に、122LAP の同一周回で並ばれるがわずかなアドバンテージがあ

ったため、最終的には#24「改瀬工業ＶＴＩシビック」が 1 位となった。 

2 位となった#41「ＤＸＬシーワンＮチームシティ」は、トップまでわず

か 26 秒届かなかった。 

114LAP を走行し 3 位でチェッカーを受けた#43「東海ＹＥＧ自動車

倶楽部シティ」は、再車検において最低重量不足が発覚したため、ノ

ーポイントとなってしまった。 

 3 戦連続表彰台の#41「ＤＸＬシーワンＮチームシティ」以外は毎回

顔ぶれが変わるこのクラス。終盤戦で#41 号車のポイント争いの脅

威となるチームが現れてくるのであろうか。

 

 

 



■３Ｃクラス（1501cc 以上の NA 車と、1201cc 以上の過給機

付き車のクローズドクラス） 

11 台のエントリーを集め、激戦となったこのクラス。車種を見てみ

ると、初参加の AE101 レビンと N15 パルサーのほか、シビック、スタ

ーレット、ミラージュ、インテグラ、アコード、プジョー１０６、ＢＭＷ３１

８等々と全てが違う車種であり、見る者を楽しませてくれる。 

#28「爆笑アクセントＢスターレット」が開幕から 2 連勝中で断然勢

いに乗っている。勢いをそのままに 3 連勝となるのか、それとも連勝

に待ったをかけるチームが現れるのか。 

 

■予選 

予選 1 位となったのは、#830「ＷＭ ＣＬＮシビック」。総合でも 2 位

となる 1'03.419 の好タイムをマークし、最前列グリッドを獲得する。 

2番手には#52「ヒロエンタープライズＤＣ２」が入り、タイムは1'04.809

を記録する。 

3 番手には開幕 3 連勝を狙う#28「爆笑アクセントＢスターレット」が

1'04.999 で続き、総合 7 位のポジションから決勝での巻き返しを狙

う。 

4 位から 9 位までの 6 台は、それぞれのタイム差が約 0.1 秒ずつ

という超接近戦。4 位に入った#36「剛式レーシング３１８ｉｓ耐久号」の

1’05.456 を筆頭に、5 位に１‘05.508 の#106「D&M プジョー106」、6

位に 1’05.614 の#92「ＳＷＥＥＴ ＳＩＧＮＡＬパルサー」、7 位に 1

‘05.779 の#33「ボディーショップ國盛ＷＰミラージュ」、8 位に

1’05.970 の#15「カムコ箱根仕様ＤＸＬレビン」、9 位に 1’06.188 の

#111「Ｓ’ｔｅｃＡＥ１ファジートレノ」と続く。 

 

■序盤 

１時間が経過したところでは、予選 3 位からスタートの#28「爆笑ア

クセントＢスターレット」が逆転でトップに立つ。周回数は 51LAP をマ

ークする。予選 1 位だった#830「ＷＭ ＣＬＮシビック」は、この時点で

2位になったものの、周回数はトップと同じ51LAPで、トップをピタリと

マークする。 

3 番手には予選 9 位から大きく順位を上げてきた#111「Ｓ’ｔｅｃＡＥ

１ファジートレノ」が入り、50LAP を走行。 

4 位の#106「D&Mプジョー106」と 5 位の#52「ヒロエンタープライズＤＣ

２」も周回数は 3 位と同じ 50LAP で、毎回ながらの混戦模様となる。 

6 位の#33「ボディーショップ國盛ＷＰミラージュ」は 49LAP、7 位の

#36「剛式レーシング３１８ｉｓ耐久号」は48LAPと、中盤以降に表彰台

への望みをつなぐ。 

 

■終盤 

2 時間経過時点では、#830「ＷＭ ＣＬＮシビック」が再びトップの

座に返り咲く。周回数は 86 周を記録する。 

続く 2 位から 5 位までの 4 チームは 85 周の同一周回という大混戦。

2 位に#28「爆笑アクセントＢスターレット」、3 位に#106「D&M プジョー

106」、4 位に#52「ヒロエンタープライズＤＣ２」、5 位に#111「Ｓ’ｔｅｃＡ

Ｅ１ファジートレノ」というオーダー順となり、逆転優勝を懸けてラスト

1 時間に臨む。

 

 

 

 

 



 6 位の#33「ボディーショップ國盛ＷＰミラージュ」と 7 位の#36「剛式

レーシング３１８ｉｓ耐久号」は 83LAP で並び、表彰圏内である 6 位を

目指しての戦いを繰り広げる。 

 

■最終結果 

終始トップ争いを繰り広げた#830「ＷＭ ＣＬＮシビック」と#28「爆

笑アクセントＢスターレット」。最後にトップチェッカーを受けたのは、

#28「爆笑アクセントＢスターレット」で開幕 3 連勝となった。 

終始接近戦を繰り広げた#830「ＷＭ ＣＬＮシビック」であったが、トッ

プから遅れることわずか 1.7 秒で惜しくも 2 位となった。 

3 位争いは 129LAP を走行した 3 チームによる戦いとなった。この

争いを制したのは#111「Ｓ’ｔｅｃＡＥ１ファジートレノ」で、2 戦連続での

表彰台をＧＥＴした。 

4 位の#52「ヒロエンタープライズＤＣ２」は 3 位から遅れることわず

か 10 秒。また 5 位の#106「D&M プジョー106」は 4 位からわずか 4

秒遅れと、３Ｃクラスのレベルが非常に接近していることを物語る結

果となった。 

また表彰圏内となる 6 位も、126LAP を走り切った 3 チームによる

僅差での争いとなった。この争いを制したのは前回リタイヤの悔しい

結果から復活した、#33「ボディーショップ國盛ＷＰミラージュ」であっ

た。7 位に終わった#36「剛式レーシング３１８ｉｓ耐久号」は、チェッカ

ー直前に犯したペナルティが痛かった。 

今回苦しみながらも 3 連勝を飾った#28「爆笑アクセントＢスターレ

ット」。次回第 4 戦で優勝すれば、早々にシリーズ優勝が確定するこ

とになる。#28 号車の爆笑を止めるチームは現れてくるのか。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ＯＰクラス（排気量区分無しのオープンクラス） 

今年から排気量区分の無くなったＯＰクラス。開幕前はシビック、

インテグラあたりの車両が有利かと思われていたが、ふたを開けて

みると開幕戦ではスターレット、第２戦ではシティが優勝し小排気量

車の検討が目立つ。 

さらに第３戦では常連チームのシビックやインテグラが揃って欠場

し、今回も小排気量車にとっては追い風の展開。 

入賞チームの顔ぶれが毎回大きく変わるこのクラス。シリーズポ

イント争いも非常に混沌としているが、今回頭一つ抜け出すチーム

は出てくるのか。 

 

■予選 

予選１位のタイムをマークしたのは、前回優勝で勢いにのる#110

「ＤＸＬアライメント浜松シティー」。総合でもポールポジションとなる

1'01.856 をマークする。 

2 番手には今年初エントリーとなる#76「ヒロエンタープライズＥＧ

６」が 1'03.498 で続く。 

3番手には雨の開幕戦で予選1位となるタイムをたたき出し、周囲

をあっと言わせた#180「Ｍ．Ｍ．Ｓ．１８０ＳＸ」が 1'04.575 で入ってく

る。 

4 位には開幕戦優勝の#56「ＲＳ正和ナフティースターレット」が

1’04.940 で入り開幕戦以来の表彰台を目指す。 

1'05.230 で 5 位の#96「ＴｅａｍＫＲＳ ＷＭ ＤＬ ＥＧ６」と、1’05.233

で 6 位の#84「積志自動車通勤快適スイフト」は、今回揃ってマシンチ

ェンジをしてきたチーム。ニューマシンで上位を目指す。 

以下、7 位に 1'05.967 で#2「ＮＧＲＳレビン」、8 位に 1’06.088 で

#200「久興自動車マイマイＭＲ２」と続く。 

 

 

 

 



■序盤 

ポールスタートの#110「ＤＸＬアライメント浜松シティー」は、スタート

からどんどんと後続を引き離し、１時間時点では 2 位に 2 周差となる

53LAP を走行する。 

51LAP での 2 番手は、ＥＧ６シビック同士の戦いとなる。2 位に#96

「ＴｅａｍＫＲＳ ＷＭ ＤＬ ＥＧ６」、3 位に#76「ヒロエンタープライズＥＧ

６」というオーダー順。 

4位には今年初参加の#200「久興自動車マイマイＭＲ２」が50LAP

で続く。サーキットでは珍しいＭＲ２はコース上でもひときわ目立つが、

4 位というポジションでさらに注目は高まる。 

5 位から 7 位までの 3 チームは 48LAP の同一周回での争い。5

位に#22「ＮＡＨレーシングロードスター」、6 位に#17「カムコ１．３改ス

イフト」、７位に#2「ＮＧＲＳレビン」と続く。 

 

■終盤 

2 時間が経過してもなお、#110「ＤＸＬアライメント浜松シティー」は

トップを走行する。2 位に 4LAP の差をつける独走状態をキープ。 

2 番手には 85LAP を走行した#200「久興自動車マイマイＭＲ２」が

続き、引き続き注目を浴び続ける。 

3 位の#96「ＴｅａｍＫＲＳ ＷＭ ＤＬ ＥＧ６」は 84LAP、4 位の#76「ヒ

ロエンタープライズＥＧ６」は 83LAP と、引き続き 2 台のＥＧ６が接戦

を繰り広げる。 

5 位には#2「ＮＧＲＳレビン」が 82LAP で、6 位の#56「ＲＳ正和ナフ

ティースターレット」は 80LAP、7 位の#22「ＮＡＨレーシングロードスタ

ー」は 79LAP と、少しずつの差があるものの、残りはまだ 1 時間ある

ので順位がどう変わるかわからない。 

 

■最終結果 

ポールスターﾄから終始トップの座を守り続けた#110「ＤＸＬアライメ

ント浜松シティー」が、前戦に続く優勝をものにした。周回数は135周

で他チームを圧倒する速さであった。 

2 位以下は終始順位が入れ替わる展開であったが、最終的には

129LAP を走り切った#96「ＴｅａｍＫＲＳ ＷＭ ＤＬ ＥＧ６」が 2 位でチ

ェッカーを受けた。 

2 位から 5 秒遅れの 3 位に入ったのは#56「ＲＳ正和ナフティースタ

ーレット」。前半に義務ピットを済ませる作戦に出たため、終盤に一

気に順位を上げる形となり、開幕戦以来の表彰台をＧＥＴした。 

4 位となったのは#200「久興自動車マイマイＭＲ２」で 128LAP を走

行。終盤まで 3 回目の義務ピットインを引っ張ったため、最後に少し

順位を落としたが、ＭＲ２での４位入賞は周囲を驚かせた。 

5 位と 6 位は 127LAP での戦いとなったが、#76「ヒロエンタープラ

イズＥＧ６」が 3 秒差で#2「ＮＧＲＳレビン」を抑えた。 

今回も圧倒的な速さを見せた#110「ＤＸＬアライメント浜松シティ

ー」がシリーズポイント争いで 1 位に立った。今回欠場したシビック、

インテグラ勢が、第 4 戦以降に#110 を抑えることが出来るのか。そ

れともこのまま#110 の独走が続くのか。 

 

 

 

 

 



 

  

 

 

 


